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大学における教育内容等の改革状況について（概要） 

 
 大学において教育内容の改善を図る取り組みが積極的に行われているところであるが，文部科学省では，平

成２１年度の大学（学部及び研究科）における教育内容等の改革状況について取りまとめた。 

 今回の調査における主な結果は以下のとおり。 
※数値は，原則として大学及び大学院大学を対象。ただし，学部のみ，または研究科のみを持つ大学が存在するため，

「学部段階において」「研究科段階において」と記載がある場合は，それぞれ対象大学数が異なる。 

 

１．教育制度の改善，教育方針の明確化 

【ＧＰＡ制度の導入の状況】（17p） 

○ 平成 21 年度において，ＧＰＡ制度を導入する大学は以下のとおり。 

 学部段階においてＧＰＡ制度を導入している大学･･･H20:330 大学（46％） → H21:360 大学（49％） 

 研究科段階においてＧＰＡ制度を導入している大学･･･H20:139 大学（23％） → H21:159 大学（27％） 

 

【入学時期の弾力化】（23p） 

○ 平成 21 年度において， 4 月以外の時期に入学する者は増加。 

学部段階の 4月以外の入学者 ･･･H20:2,023 人 → H21:2,226 人 

研究科段階の 4月以外の入学者･･･H20：4,925 人 → H21：5,547 人 

 

【人材養成その他の教育研究上の目的の設定及び公表の状況】（1p） 

○ 平成 20 年度から，学部段階において「人材養成その他の教育研究上の目的」を定め，公表すること

が義務化された。平成 20 年度と平成 21 年度の状況は以下のとおり。 

「学部段階において教育研究上の目的を定めている大学」 

･･･H20：646 大学（89％）→H21：702 大学（96％） 

「学内外に公表している大学」･･･H20：555 大学（77％）→H21：629 大学（86％） 

 
【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）の設定及び公表の状況】（3p） 

○ 平成 20 年度の学士答申等において，カリキュラム・ポリシー，アドミッション・ポリシーの策定・

公表が提言されたが，平成 20 年度と平成 21 年度の学部段階での状況は以下のとおり。 

「定めている大学」･･･H20：401 大学（55％）→H21：503 大学（69％） 

「学内外に公表している大学」･･･H20：295 大学（41％）→H21：390 大学（53％） 

 
【入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー）の設定及び公表の状況】（4p） 

「定めている大学」･･･H20：581 大学（80％）→H21：654 大学（89％） 

「学内外に公表している大学」･･･H20：525 大学（73％）→H21：590 大学（81％） 



 

２．教育内容の改善 

【ボランティア活動を取り入れた授業科目の開設状況】（8p） 

  ○ 学部段階において，ボランティア活動を取り入れた授業科目を開設している大学は 322 大学（44%），

ボランティアに関する講義科目を実施している大学は 292 大学（40%）。 

 

【キャリア形成を支援する授業科目の実施状況】（7p） 

○ 学部段階において，教育課程内，教育課程外のいずれかでキャリア教育を実施している大学は 684

大学（94%）。うち，授業科目として実施する大学は 627 大学（86%），授業科目以外の特別講義等とし

て実施する大学は 393 大学（54%）。 

 
【学生による授業評価の結果を授業改善に反映させる組織的な取組の状況】(22p) 

○ 平成 21 年度に学生による授業評価を実施した大学のうち，授業評価の結果を授業改善に反映するた

めの組織的取組が行われているのは，603 大学（80％）となっている。 

 
【主専攻・副専攻制を導入している大学】（11p） 

○ 学部段階において，専攻分野以外の分野の授業科目を体系的に履修させる「主専攻・副専攻制」は，

平成 21 年度現在，192 大学（26％）が導入している。 

 

【履修証明プログラムの開設状況】(29p) 

  ○ 平成 20 年度から，大学等における履修証明制度が創設された。平成 21 年度の状況は以下のとおり。 

    開設している大学･･･H20：39 大学 48 プログラム→H21：72 大学 130 プログラム 

 

３．大学の国際化の推進 

【「英語による授業」のみで卒業・修了できる学部・研究科】（33p） 

○ 学部、研究科ともに増加傾向 

学部･･･H20：7 大学 8 学部→H21：8 大学 9 学部 

研究科･･･H20：73 大学 139 研究科→H21：81 大学 155 研究科 

   ※このほか，「国際化拠点整備事業」により，11大学，9学部（12コース），41研究科（72コース）で，

英語による授業のみで卒業・修了できるコースが設けられている。（平成22年度） 

 
【国外大学等との交流協定に基づくダブル・ディグリー（※）制度の導入】（34p） 

○ 国外大学等との交流協定に基づくダブル・ディグリー制度を導入している大学数は増加 

･･･H20：85 大学（11％）→H21：93 大学（12％） 
      ※ ここでのダブル・ディグリーとは，複数の学位を取得する際，通常要する期間より短い期間に，留学を

活用するなどして，これらの学位を取得する履修形態を指す。 

 

４．高等学校との接続 

  【高等学校での履修状況への配慮】（13p） 

   ○ 学部段階において高等学校における履修状況への配慮を実施する大学は増加。 



H20：473 大学（65%）→H21：487 大学（67%） 

    主な配慮の内容は以下のとおり。 

    ・補習授業の実施･･･274 大学（高等学校での履修状況への配慮を行う大学の 56%） 

    ・既修組・未修組に分けた授業の実施･･･119 大学（同 24%） 

    ・学力別クラス分けの実施･･･303 大学（同 62%） 

 
【初年次教育の取組状況】(14p) 

   ○ 新入生向けプログラムである初年次教育を実施する大学は増加。 

 H20：595 大学（82％）→H21：617 大学（84％） 

    主な取組の内容は以下のとおり。 

・「レポート・論文の書き方等文章作法関連」･･･533 大学（初年次教育を行う大学の 86％が実施） 

    ・「プレゼンテーションやディスカッション等の口頭発表の技法関連」･･･488 大学（同 79％が実施） 

    ・「学問や大学教育全般に対する動機・方向付け関連」･･･470 大学（同 76％が実施） 

 

 
【平 成 21 年 度 の基 本 データ（平 成 21 年 5 月 1 日 現 在 ）】 

 大 学 数  学 部 数  研 究 科 数  学 部 学 生 数 大 学 院 学 生 数

国  立  86 (85) 355 425 452,225 153,922

公  立  77 (69) 169 156 118,063 15,613

私  立  589(444) 1,555 1,171 1,957,031 94,454

放 送 大 学  1  (1) 1 1 75,894 5,627

計  753(599) 2,080 1,753 2,603,213 269,616

    ※ （ ）内は、大学院を置く大学数 

    ※ 大学院大学は 22 大学（国立 4 大学、公立 2 大学、私立 16 大学）。 

学部段階の母数はこれを除き，国立 82 大学，公立 75 大学，私立 573 大学，放送大学 1 大学の計 731 大学となる。 

    ※ 短期大学、放送大学以外の通信制は除く 

 
【調査方法等】 

・ 調査対象：国公私立 753 大学（通信制大学，短期大学，平成 21 年度において学生の募集を停止した大

学を除く。放送大学を含む） 

・ 調査方法：全大学に対し調査票を送付し，記入後に調査票を回収，集計。 

・ 実施時期：平成 22 年 12 月～平成 23 年 1 月 

・ 回答率 ：100％ 



大学における教育内容等の改革

状況について

＜目次＞

１．人材養成の目的と教育方針の明確化

＜人材養成の目的＞

‥‥‥‥‥‥‥‥人材養成の目的を定めている大学 1

＜教育課程編成・実施の方針（ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰ）＞

‥‥教育課程編成・実施の方針を定めている大学 3

‥‥‥‥‥教育課程編成・実施の方針の公表状況 3

＜入学者受入れ方針（ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ）＞

‥‥‥‥‥‥入学者受入れ方針を定めている大学 4

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥入学者受入れ方針の公表状況 4

学部段階において入学者受入れ方針を定めている

大学のうち，高等学校段階で修得すべき内容・水

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥準を定めている大学 5

２．教育内容の改善

＜カリキュラム編成にあたる組織＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥①カリキュラム改革の実施 6

②カリキュラム編成に関する全学的な検討を行う

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥機会 6

③教養教育に関する全学的な検討組織の設置状況

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6

＜カリキュラム編成上の多様な配慮＞

‥‥‥‥‥‥‥‥①カリキュラム編成上の配慮事項 7

‥②キャリア形成を支援する授業科目の実施状況 7

③ボランティア活動を取り入れた授業科目の開設

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥状況 8

‥‥‥‥④知的財産に関する授業科目の開設状況 8

３．教育方法の改善

＜セメスター制の採用状況＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥セメスター制の採用状況 9

＜履修単位の上限設定＞

‥‥‥‥‥‥‥‥履修単位の登録上限の設定状況 10

＜専攻以外の分野を学修させるための配慮＞

‥‥‥‥‥主専攻・副専攻制を導入している大学 11

＜単位互換制度＞

①国内大学等と交流協定に基づく単位互換制度を

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥実施している大学 12

②国外大学等と交流協定に基づく単位互換制度を

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥実施している大学 12

＜高等学校での履修状況への配慮＞

‥‥‥‥‥‥‥①高等学校での履修状況への配慮 13

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥②配慮の内容 13

＜初年次教育の取組状況＞

‥‥‥‥‥‥‥‥初年次教育を導入している大学 14

４．授業の質を高めるための具体的な取組状況

＜シラバスの作成状況＞

すべての授業科目でシラバスを作成している大学

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15

＜厳格な成績評価の実施＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥GPA制度を導入している大学 17

＜ファカルティ･ディベロップメント(教員の職能

開発)の実施状況＞

‥ファカルティ･ディベロップメントの実施状況 19

＜スタッフ・ディベロップメント (職員の職能開

発)の実施状況＞

‥‥スタッフ・ディベロップメントの実施状況 20

＜学生による授業評価の実施状況＞

‥‥‥‥‥‥‥‥学生による授業評価の実施状況 21

学生による授業評価の結果を授業改善に反映させ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥る組織的な取組 22



５ 「開かれた大学」への取組状況．

＜入学時期の弾力化＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥①学部段階の4月以外の入学者 23

‥‥‥‥‥‥‥‥②研究科段階の4月以外の入学者 23

＜入学資格・修業年限の弾力化＞

‥‥‥‥‥‥‥‥①大学への飛び入学の実施状況 24

‥‥‥‥‥‥‥②大学院への飛び入学の実施状況 24

‥‥‥‥‥‥③修士課程を経ずに博士課程に入学 25

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥④早期卒業の状況（学部） 25

‥‥‥‥‥‥‥‥‥⑤早期修了の状況（大学院） 25

＜長期履修学生制度＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥長期履修学生制度を置く大学 26

＜科目等履修生制度＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥科目等履修生制度を置く大学 27

＜学生以外の者を対象とした教育課程を設けてい

る大学＞

①学生以外の者を対象とした教育課程の開設状況

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥28

‥‥‥‥‥‥‥②履修証明プログラムの開設状況 29

＜高等学校との連携の状況＞

‥‥‥‥①高校生が大学教育に触れる機会の提供 30

‥‥‥‥‥‥‥‥‥②入学前の既修得単位の認定 30

６．大学の国際化に向けた取組状況

＜外国語教育の改革＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥①外国語教育の実施状況 31

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥②英語教育に関する取組 31

‥‥③英語教育についての達成目標の設定状況 32

‥‥‥‥‥‥‥④「英語による授業」の実施状況 32

⑤「英語による授業」のみで卒業（修了）できる

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥学部（研究科） 33

＜国外の大学等との単位互換とﾀﾞﾌﾞﾙ・ ﾃﾞｨｸﾞﾘｰ＞

国外大学等と交流協定に基づく単位互換制度を実

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥施している大学（再掲） 34

国外大学等と交流協定に基づくﾀﾞﾌﾞﾙ・ ﾃﾞｨｸﾞﾘｰ制

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥度を導入している大学 34

７．自己点検・評価，教員の教育面の業績評価と

情報の積極的な提供

＜自己点検・評価の実施状況＞

‥‥‥‥‥‥全学的な自己点検・評価の実施状況 35

‥全学的に実施した自己点検・評価結果の公表 35

＜教員の教育面の業績評価の工夫＞

‥‥‥‥‥‥教員の教育面の業績評価の実施状況 36

<大学における情報の積極的な提供に関する取組>

‥‥‥‥‥‥‥ホームページの具体的な掲載内容 37

８．その他

＜大学院の在学者数＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大学院の在学者数 39

＜昼夜開講制＞

学部段階において昼夜開講制を導入している大学

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥40

研究科段階において昼夜開講制を導入している大

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥学 40

＜夜間学部・夜間大学院＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥夜間学部を置く大学 40

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥夜間大学院を置く大学 40

＜編入学者数＞

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥編入学者数 41

＜社会人の受入れ＞

‥‥‥‥‥‥‥（学部）社会人特別選抜実施大学 41

‥‥‥‥‥‥‥（学部）社会人特別選抜入学者数 41

‥‥‥‥‥‥（大学院）社会人特別選抜実施大学 41

‥‥‥‥‥‥（大学院）社会人特別選抜入学者数 41



１．人材養成の目的と教育方針の明確化

＜人材養成の目的＞

人材養成の目的を定めている大学

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

《学部段階における人材養成の目的を定めていない理由》（２９大学）
○検討中、整備中（平成２２年度以降規定済みを含む）　２１大学
○ホームページ、学生便覧等に記載しているが学則等には定めていない　５大学
○その他　３大学

　学部段階における人材養成の目的を定めている７０２大学の内、ホームページ等を使って一般に公
表している大学は６２９大学であり、次年度以降の公表若しくは公表を検討中の大学は１校となってい
る。残る７２大学では、学内からのみ参照可能となっている。
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《研究科段階における人材養成の目的を定めていない理由》（２２大学）
○検討中、整備中（平成２２年度以降規定済みを含む）　１７大学
○ホームページ、学生便覧等に記載しているが学則等には定めていない　２大学
○その他　３大学

　研究科段階における人材養成の目的等を定めている５７７大学の内、ホームページ等を使って一般
に公表している大学は５３２大学であり、次年度以降の公表もしくは公表を検討中の大学は３校となっ
ている。残る４２大学では、学内からのみ参照可能となっている。

85 

85 

59 

65 

402 

427 

546 

577 

0 100 200 300 400 500 600

平成20年度 

平成21年度 

研究科段階において人材養成の目的を定めている大学 国立 公立 私立 

84 

84 

50 

62 

336 

386 

470 

532 

0 100 200 300 400 500

平成20年度 

平成21年度 

研究科段階における人材養成の目的を学内外に公表している大学 国立 公立 私立 

2



＜教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）＞

教育課程編成・実施の方針を定めている大学

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

教育課程編成・実施の方針の公表状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）　：
　明確化された人材養成の目的や教育研究上の目的をもとに、各大学・学部等が、その達成に向
け、順次性のある体系的、構造的な教育課程を編成するにあたっての方針。
　この方針により提供される教育課程（カリキュラム）を修めることにより、学生は当該学問分野に
関する知識・能力を体系的に身に付けることが期待されている。
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＜入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー）＞

入学者受入れ方針を定めている大学

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

入学者受入れ方針の公表状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

入学者受入れ方針（アドミッション・ポリシー）　：
　各大学・学部等が、その教育理念や特色等を踏まえ、どのような教育活動を行い、また、どのよう
な能力や適性等を有する学生を求めているのかなどの考え方をまとめたものであり、入学者の選
抜方法や入試問題の出題内容等にはこの方針が反映されている。また、この方針は受験者が自ら
にふさわしい大学を主体的に選択する際の参考ともなる。
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※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

学部段階において入学者受入れ方針を定めている大学のうち、高等学校段階で習得すべ
き内容・水準を定めている大学
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２．教育内容の改善

＜カリキュラム編成にあたる組織＞

①カリキュラム改革の実施

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

②カリキュラム編成に関する全学的な検討を行う機会

③教養教育に関する全学的な検討組織の設置状況

　直近の過去５年間（平成１７年度～平成２１年度）において、６４５大学（約８８％）がカリキュラム改
革を実施している。

　平成２１年度現在、国公私立全体で６０４大学（約８０％）において、カリキュラム編成に関する全学
的な検討を行う機会を設けている。

　平成２１年度現在、５９８大学（約７９％）において、教養教育の在り方、専門教育との連携等につい
て検討するための全学的な組織を設置している。

78 65 502 645 

0 100 200 300 400 500 600 700

平成17～21年度 

学部段階におけるカリキュラム改革の実施（平成１７～２１年度） 国立 公立 私立 

72 

75 

65 

65 

434 

464 

571 

604 

0 100 200 300 400 500 600

平成20年度 

平成21年度 

カリキュラム編成に関する全学的な検討を行う機会の設置状況 国立 公立 私立 

82 

82 

82 

61 

60 

64 

436 

441 

452 

579 

583 

598 

0 100 200 300 400 500 600

平成19年度 

平成20年度 

平成21年度 

教養教育に関する全学的な検討組織の設置状況 国立 公立 私立 

6



＜カリキュラム上の多様な配慮＞

①カリキュラム編成上の配慮事項

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

②キャリア形成を支援する授業科目の実施状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。
特別講義等　：　

　教養教育やキャリア教育の提供に配慮したカリキュラム編成を行う大学が多い。

　この調査では、特別講義とは、学生に対して講義されるが、単位を付与されないものをいう。
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③ボランティア活動を取り入れた授業科目の開設状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

④知的財産に関する授業科目の開設状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。
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３．教育方法の改善

＜セメスター制の採用状況＞

セメスター制の採用状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。
セメスター制　：　

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　すべての授業科目（ゼミ等通年で行うことが通常想定されるものを除く）でセメスター制を導入してい
る学部を持つ大学は、平成２１年度現在、６１７大学（約８４％）である。

　１学年複数学期制の授業形態。通年制（ひとつの授業を１年間を通して実施）における前期・後期
の区分とは異なり、ひとつの授業を学期（セメスター）ごとに完結させる制度。
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＜履修単位の上限設定＞

履修単位の登録上限の設定状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　単位の過剰登録を防ぐため、１年間あるいは１学期間に履修登録できる単位の上限を設けている
（いわゆる「キャップ制」）大学は年々増加しており、平成２１年度現在、国公私立５２０大学（約７１％）
が履修科目登録の上限を設けている。
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＜専攻以外の分野を学修させるための配慮＞

主専攻・副専攻制を導入している大学

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　専攻分野以外の分野の授業科目を体系的に履修させる「主専攻・副専攻制」は、平成２１年度現
在、１９２大学（約２６％）が実施している。
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＜単位互換制度＞

①国内大学等と交流協定に基づく単位互換制度を実施している大学

②国外大学等と交流協定に基づく単位互換制度を実施している大学
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＜高等学校での履修状況への配慮＞

①高等学校での履修状況への配慮

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

②配慮の内容

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　平成２１年度においては４８７大学（約６７％）が、専門高校出身者や帰国子女、高等学校で当該科
目を選択履修していない者などに対して、補習授業を実施することや、既習組・未習組に分けた授業
を実施することなど、高等学校等での履修の状況に配慮した取組を実施している。
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＜初年次教育の取組状況＞

初年次教育を導入している大学

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。
初年次教育　：　

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　初年次教育を実施する大学は、平成２１年度現在、６１７大学（約８４％）となっており、文章作法や
口頭発表の技法、学問や大学教育全般に対する動機付けのためのプログラムを開設する大学が多
い。

　高等学校から大学への円滑な移行を図り、大学での学問的・社会的な諸条件を成功させるべく、
主として大学新入生を対象に作られた総合的教育プログラム。高等学校までに習得しておくべき基
礎学力の補完を目的とする補習教育とは異なり、新入生に最初に提供されることが強く意識された
もの。
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自大学の歴史の学習等、大学への帰属意識の向上に 
関するプログラム 

メンタルヘルス等、精神的・肉体的健康の保持に 
関するプログラム 

学生生活における時間管理や学習習慣を 
身に付けるためのプログラム 

学部段階における初年次教育の具体的内容 国立 公立 私立 
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４．授業の質を高めるための具体的な取組状況

＜シラバスの作成状況＞

すべての授業科目でシラバスを作成している大学

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　平成２１年度現在、７０５大学（約９６％）がすべての授業科目でシラバスを作成している学部、５７９
大学（約９７％）がすべての授業科目でシラバスを作成している研究科を持っている。
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到達目標 

準備学習等についての具体的な指示 

準備学習等に必要な学習時間 

オフィス・アワーの明示 

担当教員からのメッセージ 

担当教員の連絡先 

履修する上で必要な要件 

上記大学におけるシラバスの具体的内容（学部段階） 国立 公立 私立 
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シラバス　：　
　授業科目名、担当教員名、講義目的、講義概要、毎回の授業内容、成績評価方法、教科書や参
考文献、履修する上での必要な要件等を詳細に示した授業計画。
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各回の授業内容 

教科書・参考文献の指示 

成績評価の方法・基準 

到達目標 

準備学習等についての具体的な指示 

準備学習等に必要な学習時間 

オフィス・アワーの明示 

担当教員からのメッセージ 

担当教員の連絡先 

履修する上で必要な要件 

上記大学におけるシラバスの具体的内容（研究科段階） 国立 公立 私立 
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＜厳格な成績評価の実施＞

ＧＰＡ制度を導入している大学

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　シラバス等で授業方法・計画とともに成績評価基準を明示した上で、厳格な成績評価を行うことが求
められているが、例えば、現在米国において一般に行われている成績評価方法である「ＧＰＡ制度」
は、平成２１年度現在、学部段階で３６０大学（約４９％）、研究科段階で１５９大学（約２７％）で導入さ
れている。また、ＧＰＡは主に学修指導や奨学金・授業料免除の基準として活用されており、進級判定
や卒業判定の基準としての活用は少数である。
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大学院入試の選抜基準として活用している 

早期卒業や大学院への早期入学の基準として 

活用している 

学生に対する個別の学修指導に活用している 

奨学金や授業料免除対象者の選定基準として 

活用している 

学部段階におけるＧＰＡ制度の具体的運用方法 
国立 公立 私立 
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GPA制度　：　
　授業科目ごとの成績評価を、例えば５段階（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ）で評価し、それぞれに対して、４・３・
２・１・０のようにグレード・ポイントを付与し、この単位あたりの平均を出して、その一定水準を卒業
等の要件とする制度。
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早期卒業や大学院への早期入学の基準として 

活用している 

学生に対する個別の学修指導に活用している 

奨学金や授業料免除対象者の選定基準として 

活用している 

研究科段階におけるＧＰＡ制度の具体的運用方法 
国立 公立 私立 
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＜ファカルティ・ディベロップメント（教員の職能開発）の実施状況＞

ファカルティ・ディベロップメントの実施状況

《ファカルティ・ディベロップメントを実施しなかった理由》（７大学）
○実施に向けて準備中･検討中　４大学
○教員個々等の取組にとどまっており、全学的・組織的な取組となっていない　１大学
○実施体制の不備等により平成２１年度には実施できなかった　２大学

　ファカルティ・ディベロップメント（教員の職能開発）を実施している大学は、年々増加しており、平成２
１年度現在、７４６大学（約９９％）の大学が実施している。一方で、教員相互による授業評価を実施し
ている大学は少ない。
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教育方法改善のための 
講演会等の開催 

教育方法改善のための 
授業検討会の開催 

ファカルティ・ディベロップメントの具体的内容 国立 公立 私立 
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＜スタッフ・ディベロップメント（職員の職能開発）の実施状況＞

スタッフ・ディベロップメントの実施状況
　スタッフ・ディベロップメント（職員の職能開発）を実施している大学は、平成２１年度現在、７０５大学
（約９４％）の大学が実施している。
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当該大学の経営方針や教育研究上の目的及びそのために 
必要な職員の資質・能力、職員像を明確にしめしている 

職員の採用に当たっては、職務内容に応じた採用条件、 
選考方法を定めるなどポストごとに明確な採用方針を定め 

実施している 

職員の異動に当たっては、職員の専門性向上を図る観点から 
明確な運用方針を定め、計画的に実施している 

職員の評価や評価結果の処遇への反映について、 
明確な運用方針を定め、組織的に実施している 

大学において職員に対する階層別、資格別、分野別等の 
研修を実施している 

複数の大学が協同して職員に対する階層別、資格別、 
分野別等の研修を実施している 

大学団体等関係機関・団体が実施する研修会に職員を 
計画的に参加させている 

他大学又は自大学の大学・大学院に学生（通信制、 
夜間含む）として計画的に派遣している 

民間企業、官公庁、公益法人等に計画的に出向させている 

職員の自発的な研修会への参加や大学等への通学に対し、 
一定の条件の下で経費の支援を行っている 

職員の自発的な研修会への参加や大学等への通学に対し、 
勤務時間等の配慮を行っている 

職員の経営や教学面における意思決定過程への参画を 
組織的に実施している 

スタッフ・ディベロップメントの具体的内容 国立 公立 私立 
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＜学生による授業評価の実施状況＞

学生による授業評価の実施状況
　平成２１年度現在、国立６５大学（約７６％）、公立６１大学（約７９％）、私立４７３大学（約８０％）、国
公私立全体で５９９大学（約８０％）において、全学的な学生による授業評価を実施している。
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学生による授業評価における評価項目 国立 公立 私立 
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学生による授業評価の結果を授業改善に反映させる組織的な取組
　平成２１年度に学生による授業評価を実施した大学のうち、授業評価の結果を授業改善に反映する
ための組織的取組が行われているのは、国立８１大学（約９４％）、公立５８大学（約７５％）、私立４６
４大学（約７９％）、国公私立全体で６０３大学（約８０％）となっている。
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学生による授業評価の結果を授業改善に反映させる組織的な取組 国立 公立 私立 
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５．「開かれた大学」への取組状況

＜入学時期の弾力化＞

①学部段階の４月以外の入学者

②研究科段階の４月以外の入学者

※放送大学を除く
※通信制を対象としていない
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＜入学資格、修業年限の弾力化＞

①大学への飛び入学の実施状況

《平成２１年度入学者数》
入学者数

５名
０名
０名
０名
１名
０名

②大学院への飛び入学の実施状況

名城大学（私立）
エリザベト音楽大学（私立）

　平成２１年度現在、大学への飛び入学制度を実施している大学は６大学（国立１大学、公立１大学、
私立４大学）となっている。

　平成２１年度現在、大学院への飛び入学制度を学則上導入している大学のうち、実際に飛び入学
生を受け入れた大学は６９大学（国立２９大学、公立７大学、私立３３大学）となっている。

大学名
千葉大学（国立）
会津大学（公立）

昭和女子大学（私立）
成城大学（私立）
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③修士課程を経ずに博士課程に入学

④早期卒業の状況（学部）

⑤早期修了の状況（大学院）
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＜長期履修学生制度＞

長期履修学生制度を置く大学
　職業を有している等の事情により、修業年限を超えた一定の期間にわたって、計画的に教育課程を
履修して卒業する「長期履修学生制度」については、平成２１年度においては２８１大学（約３７％）が
導入し、学部では６８人、研究科では２３７６人、計２４４４人の学生が本制度を利用している。
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＜科目等履修生制度＞

科目等履修生制度を置く大学

※放送大学を除く

　当該大学の学生以外の者に、パートタイム形式による大学教育を受ける機会を広く認め、その履修
成果に単位を与えることのできる「科目等履修生制度」が活用されている。平成２１年度現在、国公私
立大学７２７大学（約９７％）が科目等履修生制度を設けている。
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＜学生以外の者を対象とした教育課程を設けている大学＞

①学生以外の者を対象とした教育課程の開設状況

学生以外の者を対象とした教育課程　：
　主として学生以外の者を対象に、大学の授業科目もしくは公開講座またはこれらの一部により体
系的に編成した教育課程（概ね１年未満の短期のプログラムを想定）のこと。必ずしも単位認定を
行うことを要しない。なお、一回のみの公開講座は除く。
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②履修証明プログラムの開設状況

※放送大学を除く
履修証明プログラム　：

《履修証明プログラムの内容別取組例》
○公的な職業資格に関するスキルアップ
　　医療・保健分野における復帰と能力向上を支援する自己研鑽プログラム（名古屋市立大学）
　　小学校外国語活動指導力育成講座（大阪樟蔭女子大学）
　　英語による奈良観光ガイド人材養成プログラム（帝塚山大学）

○専門的知識・技能に関する資格の獲得等、職業に係る知識・技能の獲得・向上
　　IT食農先導士養成プログラム（豊橋技術科学大学）
　　医療分野ポルトガル語スペイン語講座（愛知県立大学）
　　産官学連携ハッピーキャリア（女性の再就職・起業）支援（関西学院大学）

○教養の向上を主たる目的としたもの
　　児童英語地域支援者養成講座（東京家政大学）
　　立教セカンドステージ大学（立教大学）

　平成２１年度においては、全７２大学で計１３０プログラムを実施。

　平成２０年度から、大学等における「履修証明制度」が創設され、社会人等の学修の機会が拡充
されている。
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＜高等学校との連携の状況＞

①高校生が大学教育に触れる機会の提供

②入学前の既修得単位の認定
　現在、高校生が大学の科目等履修生として大学の授業科目を受講する取組も広がっており、その
成果として取得した大学の単位は大学入学後に既修得単位として認定を受けることも可能である。
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オープンキャンパス等 

高校生が大学教育に触れる機会の提供 国立 公立 私立 
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６．大学の国際化に向けた取組状況

＜外国語教育の改革＞

①外国語教育の実施状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

②英語教育に関する取組

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　英語、中国語、フランス語、ドイツ語及び朝鮮語（韓国語）の科目を開設している大学が多い。
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31



③英語教育についての達成目標の設定状況

④「英語による授業」の実施状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。

　「英語による授業」（日本語を併用するもの及び英語教育を主たる目的とするものは含まない）を実
施している大学は、平成２１年度現在、学部段階においては１９４大学（約２７％）、研究科段階におい
ては１６９大学（約２８％）が実施している。
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⑤「英語による授業」のみで卒業（修了）できる学部（研究科）

《「英語による授業」のみで卒業できる学部》
・国際教養大学 国際教養学部
・東京基督教大学 神学部
・上智大学 国際教養学部
・多摩大学 グローバルスタディーズ学部
・法政大学 グローバル教養学部
・早稲田大学 国際教養学部
・立命館アジア太平洋大学 アジア太平洋学部
・立命館アジア太平洋大学 国際経営学部
・宮崎国際大学 国際教養学部

《「英語による授業」のみで修了できる研究科》
国立 公立 私立 計

大学数 47(45) 5(3) 29(25) 81(73)
研究科数 107(97) 6(3) 42(39) 155(139)
※（　）は平成２０年度実績

　平成２１年度においては、８大学９学部で「英語による授業」のみで卒業が可能。
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＜国外の大学等との単位互換とダブル・ディグリー＞

国外大学等と交流協定に基づく単位互換制度を実施している大学（再掲）

国外大学等と交流協定に基づくダブル・ディグリー制度を導入している大学

ダブル・ディグリー　：　

　国外大学等との交流協定に基づく単位互換制度を導入している大学数は、国立５７大学（約６
６％）、公立２５大学（約３２％）、私立１７４大学（約２９％）となっている。

　国外大学等との交流協定に基づくダブル・ディグリー制度を導入している大学数は、国立２６大学
（約３０％）、公立３大学（約４％）、私立６４大学（約１１％）となっている。

　この調査においては、複数の学位を取得する際、通常要する期間より短い期間に、留学を活用す
るなどして、これらの学位を取得する履修形態を指す。
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７．自己点検・評価、教員の教育面の業績評価と情報の積極的な提供

＜自己点検・評価の実施状況＞

全学的な自己点検・評価の実施状況

《全学的な自己点検・評価を実施していない理由》（５２大学）
○完成年度を迎えていないため　２７大学
○平成２２年度以降で実施　６大学
○実施体制未整備、不十分　２大学
○学部、研究科等として実施したことがある　９大学
○平成１０年度までに実施したことがある　２大学
○その他　６大学

全学的に実施した自己点検・評価結果の公表

《自己点検・評価結果を公表していない理由》（１６大学）
○認証評価機関による評価後に公表する予定　３大学
○公表に向けて検討中・準備中　５大学
○その他　８大学

　平成１１年度から平成２１年度までに、国立８６大学（１００％）、公立７３大学（９５％）、私立５４２大
学（約９２％）、国公私立全体で７０１大学（約９３％）で全学的な自己点検・評価が実施されている。

　全学的な自己点検・評価を実施した大学のうち、国立８６大学（１００％）、公立７３大学（約９５％）、
私立５２６大学（約８９％）、国公私立全体で６８５大学（約９１％）が結果を外部に公表している。
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＜教員の教育面の業績評価の工夫＞

教員の教育面の業績評価の実施状況

※大学院大学２２大学（国立４大学、公立２大学、私立１６大学）は対象としない。
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＜大学における情報の積極的な提供に関する取組＞

ホームページの具体的な掲載内容
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学部・学科等大学の教育研究上の基本組織の概要 

学則 

施設・設備の紹介 

キャンパスの概要（キャンパスマップ等） 

在学者総数 

教員総数 

財務諸表 

学部、学科、研究科等ごとの教育研究上の目的 

学部、学科、研究科等ごとの学生数 

学部、学科、研究科等ごとの教員数 

教員紹介（教員氏名、経歴、主な業績等） 

学部、学科、研究科等ごとの教育課程の概要 

シラバス 

ＧＰ等の採択状況 

公開講座、履修証明プログラム等の開設状況 

研究の状況（研究紀要、重点的研究領域の紹介等） 

自己点検・評価の結果の概要 

認証評価等の結果の概要 

行事案内 

入学案内 

受験者数、合格者数、入学者数等 

留学生向け入学案内 

学生の卒業後の進路状況 

設置認可申請書、届出書 

設置計画履行状況報告書 

教員の公募 

ホームページの具体的な掲載内容 国立 公立 私立 
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＜大学における情報公表の義務化及び努力化への対応＞

大学広報誌・ホームページの具体的な掲載内容
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学部、学科又は課程等（研究科又は専攻等）の名称 
教育研究上の基本組織に関する概要 

教員組織に関する概要 
組織内の役割分担 
教員の年齢構成  

各組織間の連携を図る体制、委員会等 
教員組織別の教員の数 

男女別の人数 
職別の人数 

教員が有する学位 
教員の有する研究業績 

研究業績以外の職務上の業績 
教員の専門性（専門分野等） 

教員の提供できる教育内容（担当する授業科目等） 
学部・学科（研究科・専攻）別の入学定員（編入学定員） 
学部・学科（研究科・専攻）別の入学者数（編入学者数） 

学部・学科（研究科・専攻）別の収容定員 
学部・学科（研究科・専攻）別の在学生数 

学部・学科（研究科・専攻）別の卒業者数（修了者数） 
学部・学科（研究科・専攻）別の就職者数及び進学者数 

その他就職状況 
授業科目名 

授業の方法（講義、演習、実験、実習、実技の別） 
授業の内容 

各回の授業の計画 
学修の成果に係る評価基準（成績評価基準） 

卒業（修了）の認定基準 
科目区分別卒業（修了）必要単位数 

授与する学位の名称 
キャンパスの概要 
運動施設の概要 

課外活動状況 
課外活動施設 

休息が取れる環境 
その他学習環境 

キャンパスまでの交通手段 
授業料 
入学料 

その他の費用 
修学支援の状況 

キャリア形成支援、就職支援の状況 
カウンセリング体制等の状況 

留学生支援の状況 
障害者支援の状況 

その他学生支援の状況 

大学広報誌・ホームページの具体的な掲載内容 
国立 公立 私立 
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８．その他

＜大学院の在学者数＞

大学院の在学者数（※学校基本調査報告書に基づき作成）
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＜昼夜開講制（※「全国大学一覧」に基づき作成）＞

昼夜開講制　：　

＜夜間学部・夜間大学院（※「全国大学一覧」に基づき作成）＞

　時間的制約の多い社会人等の便宜に配慮して、同一学部または研究科内で昼間及び夜間の双
方の時間帯において授業を行う制度。ここでは、同一学部または研究科内で「昼間主コース」、「夜
間主コース」を設けている大学のみを集計。
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＜編入学者数（学校基本調査報告書に基づき作成）＞

＜社会人の受入れ（学校基本調査報告書他に基づいて作成）＞

（学部）

（国公私立大学入学者選抜実施状況） （国公私立大学入学者選抜実施状況）

（大学院）

（大学院関係資料） （学校基本調査報告書）

7,701 

7,062 

6,714 

2,911 

2,977 

2,898 

2,637 

2,510 

2,225 

13,249 

12,549 

11,837 

0 5,000 10,000 15,000

平成20年度 

平成21年度 

平成22年度 

編入学者数 短期大学 高等専門学校 専修学校 

49 

49 

47 

46 

48 

48 

416 

419 

429 

511 

516 

524 

0 200 400

平成20年度 

平成21年度 

平成22年度 

社会人特別選抜実施大学 国立 公立 私立 

561 

532 

502 

287 

235 

203 

1,284 

1,206 

1,069 

2,132 

1,973 

1,774 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

平成20年度 

平成21年度 

平成22年度 

社会人特別選抜入学者数 国立 公立 私立 

69 

72 

73 

46 

43 

47 

318 

334 

312 

433 

449 

432 

0 100 200 300 400

平成19年度 

平成20年度 

平成21年度 

社会人特別選抜実施大学 国立 公立 私立 

8,016 

7,650 

7,395 

1,324 

1,331 

1,464 

8,255 

8,319 

8,081 

17,595 

17,300 

16,940 

0 5,000 10,000 15,000 20,000

平成20年度 

平成21年度 

平成22年度 

社会人特別選抜入学者数 国立 公立 私立 

41


	01改革状況H21概要
	02資料目次
	03公表資料
	図２１－１
	01人材養成の目的
	01人材養成の目的 (2)
	02カリキュラムポリシー
	03アドミッションポリシー
	03アドミッションポリシー (2)

	図２１－２
	01カリキュラム編成
	02多様な配慮
	02多様な配慮 (2)

	図２１－３
	01セメスター制等
	02登録上限
	03主専攻
	04単位互換
	05高等学校配慮
	06初年次教育

	図２１－４
	01シラバス
	01シラバス (2)
	02GPA
	02GPA (2)
	03FD
	04SD
	05授業評価
	05授業評価 (2)

	図２１－５
	01入学時期
	02弾力化
	02弾力化 (2)
	03長期履修
	04科目等履修
	05学生以外
	05学生以外 (2)
	06高等学校連携

	図２１－６
	01外国語教育
	01外国語教育 (2)
	01外国語教育 (3)
	02国外大学

	図２１－７
	01自己点検
	02工夫
	03情報提供
	04情報公表

	図２１－８
	01 院在学者数
	02 昼夜開講制・夜間
	03 編入学・社会人





